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(57)【要約】
【課題】携帯用端末に備えられる平板表示装置としての
有機電界発光表示装置において、同一面に第１ディスプ
レイパネル及び第２ディスプレイパネルが備えられ、前
記第１及び２ディスプレイパネルの上面に一体型タッチ
パネルが形成され、前記第１及び第２ディスプレイパネ
ルが１つの制御部により制御される。
【解決手段】本発明は、 同一面に形成された第１ディ
スプレイパネル（１００）及び第２ディスプレイパネル
（１０２）と、前記第１及び第２ディスプレイパネル（
１００，１０２）上に一体に形成されたタッチパネル（
２００）と、前記タッチパネル（２００）を駆動させる
タッチパネル制御部（３００）と、前記第１及び第２デ
ィスプレイパネル（１００，１０２）を制御するディス
プレイ制御部（４００）とを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　同一面に形成された第１ディスプレイパネル及び第２ディスプレイパネルと、
　前記第１及び第２ディスプレイパネル上に一体に形成されたタッチパネルと、
　前記タッチパネルを駆動させるタッチパネル制御部と、
　前記第１及び第２ディスプレイパネルを制御するディスプレイ制御部と、
　を含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記第１及び第２ディスプレイパネルは、複数の薄膜トランジスタ及び発光素子が含ま
れている画像表示部が形成された第１基板と、
　前記第１基板上に形成されて前記画像表示部を封止する封止基板と、
　を含んで構成されることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記タッチパネルは前記封止基板上に一体に形成されることを特徴とする請求項１に記
載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記タッチパネルは、
　前記封止基板の一面に形成される透明電極と、前記透明電極のエッジ又は各辺に形成さ
れた金属電極と、前記封止基板の上面に形成された偏光フィルムとを含んで構成されるこ
とを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記タッチパネルは静電容量方式で駆動されることを特徴とする請求項１に記載の有機
電界発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は有機電界発光表示装置に関し、特に、同一面に第１ディスプレイパネル及び第
２ディスプレイパネルが備えられ、前記第１及び２ディスプレイパネルの上面に一体型タ
ッチパネルが形成される有機電界発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通常、携帯電話又はＰＤＡなどの携帯用端末の急速な普及により、多くの人が携帯用端
末を用いている。また、前記携帯用端末の携帯性を向上させるために、携帯用端末の小型
化、スリム化、軽量化が持続的に進められている。これにより、前記携帯用端末に装着さ
れる部品が小型化、半導体集積化されている。
【０００３】
　但し、このような携帯用端末の小型化傾向にも拘らず、携帯用端末に搭載されるディス
プレイ、即ち、表示装置はユーザの便宜を図るために、１つ以上備えられることが要求さ
れている。
【０００４】
　これにより、近年、携帯用端末に搭載される表示装置は、メインディスプレイ部と、サ
ブディスプレイ部とに区分されて機構的に前記携帯用表示装置の両面に備えられるのが一
般的である。ここで、メインディスプレイ部は通話情報を含む多様な映像を表示し、サブ
ディスプレイ部は時計、文字によるお知らせ、電話受信のお知らせなどの簡単な情報のみ
を表示する。
【０００５】
　また、前記携帯用端末に搭載される表示装置としては、ＬＣＤなどのような平板表示装
置（Ｆｌａｔ Ｐａｎｅｌ Ｄｉｓｐｌａｙ）が用いられる。平板表示装置は既存のＣＲＴ
に比べて厚さが薄くて広い空間を必要としない上に、電力の消耗が少ないことから、前記
携帯用端末のディスプレイ条件を備えているといえる。
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【０００６】
　しかしながら、このような従来の構造による場合、前記サブディスプレイ部は単純な機
能のため、活用度が低下してしまうという短所がある。即ち、ユーザの立場ではメインデ
ィスプレイ部を通じてのみメニューの選択、文字の伝送、ＤＭＢ受信、写真撮影、画像通
話などの特定アプリケーションの実現が可能である。そして、メインディスプレイ部と異
なる面に備えられるサブディスプレイ部を通じては、前述した単純な機能以外に前記メイ
ンディスプレイ部のような多様なアプリケーションが困難であるという問題点がある。
【特許文献１】韓国特許公開第２００７－００４５８６８号
【特許文献２】韓国特許公開第２００１－００８３７８７号
【特許文献３】特開２００７－１０９２４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであって、その目的は、携帯用端末に備えられ
る平板表示装置としての有機電界発光表示装置において、同一面に第１ディスプレイパネ
ル及び第２ディスプレイパネルが備えられ、前記第１及び２ディスプレイパネルの上面に
一体型タッチパネル（Ｔｏｕｃｈ Ｓｃｒｅｅｎ Ｐａｎｅｌ、ＴＳＰ）が形成され、前記
第１及び第２ディスプレイパネルが１つの制御部により制御される有機電界発光表示装置
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記目的を達成するための本発明の一側面による有機電界発光表示装置は、同一面に形
成された第１ディスプレイパネル及び第２ディスプレイパネルと、前記第１及び第２ディ
スプレイパネル上に一体に形成されたタッチパネルと、前記タッチパネルを駆動させるタ
ッチパネル制御部と、前記第１及び第２ディスプレイパネルを制御するディスプレイ制御
部とを含むことを特徴とする。
【０００９】
　また、前記第１及び第２ディスプレイパネルは、複数の薄膜トランジスタ及び発光素子
が含まれている画像表示部が形成された第１基板と、前記第１基板上に形成されて前記画
像表示部を封止する封止基板とを含んで構成されることを特徴とする。
【００１０】
　更に、前記タッチパネルは前記封止基板上に一体に形成され、前記封止基板の一面に形
成される透明電極と、前記透明電極のエッジ又は各辺に形成された金属電極と、前記封止
基板の上面に形成された偏光フィルムとを含んで構成されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、携帯用端末に備えられた２つ以上のディスプレイパネルが一面に形成
され、多数のディスプレイパネル上に１つの一体型タッチパネルが形成される。これによ
り、携帯用端末ユーザの便宜を図り、それぞれのディスプレイパネル上に別途のタッチパ
ネルを形成することに比べて生産コストを低減できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　下記の詳細な説明は、本発明の特定の実施形態だけを詳細に記載します。本発明の技術
分野において通常の知識を有する者は、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲内で下記
の実施形態を多様に変形できる。従って、添付する図面と説明は、本発明を説明するだけ
であって、これに限定されない。また、１つの構成要素が他の構成要素と「接触している
（ｏｎ）」ということはそれがその他の構成要素と直接接触したり、１つ以上の要素を２
つの間に介在させて間接的に接触していることを意味する。また、ある要素が他の要素に
「結合されている」ということは、それがその他の要素に直接的に連結されているか、１
つ以上の要素を２つの間に介在させて間接的に連結されていることを意味する。以下では
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、同じ参照番号は同じ構成要素を意味する。
【００１３】
　図１は、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を概略的に示すブロック図であ
る。
【００１４】
　図１を参照すれば、本発明の実施形態による有機電界発光表示装置は、同一面に形成さ
れた第１ディスプレイパネル１００及び第２ディスプレイパネル１０２と、タッチパネル
２００と、タッチパネル制御部３００及びディスプレイ制御部４００が含まれて構成され
る。ここで、タッチパネル（Ｔｏｕｃｈ Ｓｃｒｅｅｎ Ｐａｎｅｌ、ＴＳＰ）２００は第
１及び第２ディスプレイパネル上に一体に形成され、タッチパネル制御部３００はタッチ
パネルを駆動させる。そして、ディスプレイ制御部４００は第１及び第２ディスプレイパ
ネルを制御する。
【００１５】
　このような本発明の実施形態による有機電界発光表示装置の概略的な動作を説明すれば
、以下の通りである。
【００１６】
　まず、ディスプレイ制御部４００により第１ディスプレイパネル１００に備えられた画
像表示部にメニュー画面が表示されると、ユーザは出力されたメニュー画面のうち、特定
メニューを選択するために第１ディスプレイパネル１００上部に形成されたタッチパネル
２００の一領域を接触することで、これを選択する。
【００１７】
　これにより、前記タッチパネル２００は接触した地点に対する情報をタッチパネル制御
部３００に伝達する。このとき、前記情報はその地点に対する電圧情報などのアナログ信
号であり、タッチパネル制御部３００はこのようなアナログ信号をデジタル信号に変換し
てディスプレイ制御部４００に伝送する。
【００１８】
　これにより、ディスプレイ制御部４００は入力を受けたデジタル信号を処理して第１及
び／又は第２ディスプレイパネル１００、１０２にこれに対応するデータを出力する。こ
れを通じてユーザは自分の選択による結果を第１及び／又は第２ディスプレイパネルの画
像表示部を介して確認できる。
【００１９】
　このとき、第１ディスプレイパネル１００及び第２ディスプレイパネル１０２は、有機
電界発光表示パネルで実現される。
【００２０】
　また、第１及び第２ディスプレイパネル上に１つのタッチパネル２００が前記ディスプ
レイパネル１００、１０２と一体に形成されることを特徴とし、これについては下記の図
２を通じてより詳細に説明する。
【００２１】
　このような本発明の実施形態による構造によれば、第１及び第２ディスプレイパネル１
００、１０２が一面に形成され、第１及び第２ディスプレイパネル１００、１０２上に１
つの一体型タッチパネル２００が形成される。これにより、メインディスプレイと、サブ
ディスプレイの区分がなくなり、ユーザの側面で第１及び第２ディスプレイパネル１００
、１０２を用いて多様なアプリケーションを駆動できるようになる。また、それぞれのデ
ィスプレイパネル上に別途のタッチパネルを形成することに比べて生産コストを低減でき
るようになる。
【００２２】
　図２は、図１に示した第１及び第２ディスプレイパネル及びタッチパネルの一領域に対
する断面図である。
【００２３】
　図２を参照すれば、有機電界発光表示装置は、第１基板１１１と、封止基板１４０と、



(5) JP 2009-252738 A 2009.10.29

10

20

30

40

50

タッチパネル２００とを含んで構成される。ここで、第１基板１１１は第１及び第２ディ
スプレイパネルの画像表示部１１０がそれぞれ形成され、封止基板１４０は第１基板に形
成された画像表示部を封止するために第１基板の上部に形成される。そして、タッチパネ
ル２００は封止基板上に一体に形成される。
【００２４】
　このとき、図２の場合、第１及び第２ディスプレイパネルの各画像表示部が同じ第１基
板１１１上に形成され、それぞれの画像表示部を封止するために同じ封止基板１４０が備
えられるものと説明している。しかしながら、これは説明の便宜のための１つの実施形態
に過ぎず、前記第１及び第２ディスプレイパネルの画像表示部は別途の基板上にそれぞれ
形成されることができ、これにより、前記封止基板も別途に形成されることができる。
【００２５】
　但し、タッチパネル２００は、前記第１及び第２ディスプレイパネル上、即ち、封止基
板が１つで実現されるか否かに関係なく、少なくとも１つ以上の封止基板上に一体に形成
されることを特徴とする。
【００２６】
　ここで、本発明は、二つのディスプレイ部（第１及び第２ディスプレイパネル１００、
１０２）が互いに異なる基板上に形成されることではなく、二つのディスプレイ部が一つ
の基板上に形成され、前記二つのディスプレイ部上に一つのタッチパネル２００が一体型
で形成される。本発明のディスプレイ部は、すべてＯＬＥＤ（有機電界発光素子）で具現
されるとともに、上部基板が封止基板１４０により具現されて、前記封止基板１１１上に
タッチパネル２００が形成されるものです。これにより、第１基板１１１上に二つ以上の
ディスプレイパネル１００、１０２を配置し、前記ディスプレイパネル上にタッチパネル
２００を形成することは、ディスプレイ部がＯＬＥＤである場合に限って可能になる。
【００２７】
　第１基板１１１上に形成されたそれぞれの画像表示部１１０は、複数の薄膜トランジス
タ１２０と複数の発光素子１３０とを含む。即ち、第１基板１１１上にはバッファ層１１
２と半導体層１１７が順次形成され、半導体層１１７上にはゲート絶縁膜１１３、ゲート
電極１２１、層間絶縁膜１１４、ソース及びドレイン電極１２３及び保護膜１１５が形成
される。このとき、薄膜トランジスタ１２０は半導体層１１７、ゲート電極１２０、ソー
ス及びドレイン電極１２２などからなり、薄膜トランジスタ１２０上には保護膜１１５に
形成されたコンタクトトホール（図示せず）を介して薄膜トランジスタ１２０と電気的に
連結される発光素子１３０が形成される。
【００２８】
　発光素子１３０はアノード電極１３１、発光層１３３及びカソード電極１３５を含む。
アノード電極１３１と保護膜１１５上には画素定義膜１１６が形成される。
【００２９】
　また、薄膜トランジスタ１２０及び発光素子１３０を含む画像表示部上には封止基板１
４０が形成されて第１基板１１１と共に薄膜トランジスタ１２０及び発光素子１３０を封
止する。このとき、第１基板１１１と封止基板１４０は封止材１１８により封止され、封
止基板１４０は透明性を有するガラスなどのような絶縁基板で実現され得る。そして、封
止基板１４０の下部面には封止基板１４０と第１基板１１１との間に残存する水分を吸湿
する透明吸湿剤（図示せず）が設置され得る。
【００３０】
　本発明の実施形態は、封止基板１４０上にタッチパネル２００が一体に形成されること
を特徴とし、タッチパネル２００は静電容量方式のタッチパネルで実現されることが好ま
しい。
【００３１】
　即ち、図２に示す実施形態の場合、封止基板１４０の上面に透明電極２１０がコーティ
ングされており、透明電極２１０のエッジ又は各辺には金属電極２２０が形成されている
。



(6) JP 2009-252738 A 2009.10.29

10

20

30

40

【００３２】
このとき、透明電極２１０はＩＴＯ（Ｉｎｄｉｕｍ Ｔｉｎ Ｏｘｉｄｅ）などを用いる。
また、金属電極２２０は透明電極２１０周辺に抵抗ネットワークを形成する。抵抗ネット
ワークは透明電極２１０の表面全体に均等に制御信号を送出するために、線形パターンに
形成される。
【００３３】
　一方、金属電極２２０の材質は銀などで実現されることができる。そして、金属電極２
２０は透明電極２１０に直接シルクスクリーン印刷した後、熱処理して形成するか、一般
的な導電性物質を蒸着した後にパターニングして形成する。
【００３４】
　そして、金属電極２２０を含む封止基板１４０の全面に偏光フィルム２３０が形成され
る。
【００３５】
　偏光フィルム２３０は柔軟性があり、外部から入射する光を選別して透過させる機能を
行う。このような偏光フィルム２３０を介して外部光の反射を防止することで、有機電界
発光表示装置を介して表示される画像の視認性を向上させることができるようになる。
【００３６】
　また、偏光フィルム２３０は導電性ペン（ｃｏｎｄｕｃｔｉｖｅ ｓｔｙｌｕｓ）又は
指と透明電極２１０との電気的な短絡を防止する。従って、静電容量方式のタッチパネル
２００は導電性ペン又は指が偏光フィルム３３の上部に位置したり、又は偏光フィルム２
３０をタッチした場合に電圧ドロップが発生してタッチ位置を検出する。
【００３７】
　一方、このような静電容量方式のタッチパネル２００は充電と放電を持続的に行なう。
このとき、タッチパネル２００の四隅にアナログ測定回路（電流センサ）を連結して充電
量を測定する。このような静電容量方式のタッチパネル２００は透明な金属酸化膜でコー
ティングされた曲面又は平面ガラスであって、均一な電界が生成されるように各コーナー
に電圧が印加され、指又はペンで書くと、電圧ドロップが発生してタッチ位置を決定する
。
【００３８】
　以上説明したように、本発明の最も好ましい実施の形態について説明したが、本発明は
、上記記載に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載され、又は明細書に開示さ
れた発明の要旨に基づき、当業者において様々な変形や変更が可能であることはもちろん
であり、斯かる変形や変更が、本発明の範囲に含まれることは言うまでもない。
【図面の簡単な説明】
【００３９】
【図１】本発明の実施形態による有機電界発光表示装置を概略的に示すブロック図である
。
【図２】図１に示した第１及び第２ディスプレイパネル及びタッチパネルの一領域に対す
る断面図である。
【符号の説明】
【００４０】
　１００　第１ディスプレイパネル
　１０２　第２ディスプレイパネル
　２００　タッチパネル
　３００　タッチパネル制御部
　４００　ディスプレイ制御部
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